
[修士論文]

氏名・論題 指導教員

佐野　誠：地域公共交通導入に向けた取り組み　―横浜市を事例に― 土'谷

束田大樹：道の駅の設置・運営における行政の関与　―群馬県を事例に― 土'谷

[卒業論文]

<地域文化研究専攻>

論題 指導教員

越谷市におけるクワイ栽培 小田

鎌倉市・小町通りの街並み変遷 小田

宮城県における水産加工業の震災からの復興　―石巻市・名取市閖上地区を例として― 小田

千葉県茂原市における人口減少と地域活性化の取り組み 小田

戦前期の小樽における金融機関の立地と建物の現況 小田

日光門前町のまちづくり 小田

福岡市における若年層人口の変動とその要因 小田

越谷市における土地利用の変化 櫻井

横浜市山手地区におけるまちづくりと景観 櫻井

沖縄県座間味島の飲食店からみた観光地化 櫻井

滋賀県大津市のコンテンツ・ツーリズムによる地域活性化 櫻井

首都圏における高架下空間の利用と地域性 櫻井

青森市にみるコンパクトシティ政策の現状と課題 櫻井

袖ヶ浦市周辺における土地利用変化 櫻井

日欧サッカースタジアム周辺のサービス施設の立地 櫻井

米沢市におけるおきたま伝統野菜の生産振興に関する取り組み 櫻井

立川市における旧軍用地の都市機能上の変化 櫻井

沖縄戦の伝承についての沖縄本島内での地域的差異 佐藤

江東区亀戸における地域社会と祭礼 佐藤

港区芝浦のウォーターフロント開発とその後の変化 佐藤

郊外における外食チェーンの立地展開の分析　―横浜市のファミリーレストランを例に― 佐藤

香港九龍半島における市街地化の過程 佐藤

世界遺産ルアンパバーンの観光のあり方 佐藤

大久保地区におけるエスニックタウンの変容 佐藤

谷中銀座商店街の変化と対応 佐藤
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東急田園都市線地下区間の駅所在地に対する駒澤大学地理学科学生の認知度 佐藤

東京と札幌における空き家問題の現状とその地域差 佐藤

「伝統産業を守る」　―さいたま市岩槻区における人形産業の存続― 須山

スキューバダイビングの普及と奄美大島の観光化 須山

プロ野球の地域密着　―横浜DeNAベイスターズを例に― 須山

ボールパークの景観論　―明治神宮野球場を例に― 須山

奄美大島における空き家活用とIターン・Uターン 須山

奄美大島宇検村における農業空間の再編成 須山

奄美大島住民の対人コミュニケーションネットワークの空間的特徴 須山

沖縄県竹富町黒島における産業の複合 須山

関東地方における温泉の分類　―地域の特徴に着目して― 須山

群馬県高崎市の中心市街地の変容 須山

持続可能な観光地の形成　―奄美群島与論島の事例― 須山

新潟県湯沢町における「負動産」の再生 須山

新幹線開業による交通利便性の変化　―鹿児島県阿久根市の事例― 須山

川崎市における銭湯の存続 須山

地名「富士見」の命名理由 須山

毛呂山町における空き家発生プロセスの地域的差異 須山

飲兵衛が葛飾区立石に集まる理由 高橋

新潟県糸魚川市のジオパークを活かした観光への取り組み 高橋

地域おこし協力隊が地方に与える影響と課題 高橋

中山間地域における農産物直売所の役割　―長野県栄村を事例に― 高橋

廃校利用の現状と課題 高橋

平成の大合併は何をもたらしたのか 高橋

訪日ムスリム観光客に対する日本国の対応 高橋

駅周辺コインパーキングの駐車台数と価格設定の分類　―東武東上線・越生線を事例に― 土'谷

関西大手私鉄の首都圏進出　―阪急グループの立地展開― 土'谷

高速道路開通・料金改定が沿道地域に与える影響について　―千葉県内房地区の高速バス路線の変化― 土'谷

千葉ニュータウンにおける都市計画の変遷　―ニュータウン計画当初と現状の違い― 土'谷

東京の国際空港における就航先と旅客数の変化　―羽田再国際化による影響を事例に― 土'谷

宇都宮市におけるコンパクトシティ計画と郊外住宅地開発 橋詰

花火大会に見る地域振興　―土浦全国花火競技大会を事例に― 橋詰

宮城県沿岸地域における震災遺構の継承と復興ツーリズムの展開　―震災遺構仙台市立荒浜小学校とみやぎ観光復興支援センターを事例に― 橋詰

魚津市「たてもん祭り」と地域社会 橋詰
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近代化産業遺産の保存と利活用　―新居浜市を事例に― 橋詰

郊外住宅地における高齢化の進展と自治会の役割　―流山市松ヶ丘を事例に― 橋詰

高齢登山者の意識　―丹沢山系を事例に― 橋詰

時間貸し駐車場立地と路上駐車の関係　―相模大野駅周辺を事例に― 橋詰

自主防災組織カバー率にみる地域差　―千葉県を事例に― 橋詰

小地域統計に見る人口動態　―千葉県八千代市を事例に― 橋詰

城を活かしたまちづくリ　―日本100名城を事例に― 橋詰

人口減少対策としての留学生　―北海道東川町を事例に― 橋詰

戦争遺跡の保存と利活用　―掩体壕を事例に― 橋詰

足利市におけるフィルムコミッション活動の地域的展開 橋詰

堤外地における水塚の分布と土地利用　―東京都浮間地区を事例に― 橋詰

東京23区における大型劇場の立地特性 橋詰

東京の飲み屋街の景観的特徴　―「銘柄看板」に着目して― 橋詰

歩行者の安全性から見た住宅地の道路環境　―田園調布を事例に― 橋詰

<地域環境研究専攻>

論題 指導教員

環境NGO団体の存立基盤と活動実績　―東京都墨田区を事例に― 佐藤

伝統的建造物群保存地区の立地特性 橋詰

ヨーロッパと日本における冬季気候変動の関係 江口

伊那谷における冬季の南風の総観場の特徴 江口

沖縄本島北部における環境保護の現状と今後の在り方 江口

関東地方における豪雨災害の経年変化と原因 江口

宮崎観光における新婚旅行の位置づけ 江口

古着店から見る下北沢と高円寺の比較 江口

公園緑地がヒートアイランド現象の低減におよぼす効果 江口

江東区の埋立地の変遷と現状 江口

降雪量の変化がスキー場経営に及ぼす影響 江口

埼玉県東部地域における竜巻被害と要因について 江口

西伊豆における観光業の衰退とその対策 江口

千葉市北西部の埋め立て地域の変遷と課題　―幕張・検見川・稲毛を対象として― 江口

東京都豊島区南長崎の地震防災における課題 江口

栃木県における大雨の地域性 江口

日本における台風経路の経年変化の特徴と要因 江口

福島盆地の果樹栽培と気候の関係 江口

北海道上川地方や十勝地方の冬の気象と寒冷地特有の生活 江口
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臨海副都心の海上公園の利用と課題 江口

伊勢原市における鳥獣被害の現状と対策 鈴木（重）

稲村ヶ崎・極楽寺における芸術祭開催の効果 鈴木（重）

奥日光湿原におけるオオハンゴンソウ駆除の課題 鈴木（重）

埼玉県における外来生物アライグマの分布拡大と対策 鈴木（重）

埼玉県川越市周辺の水害の被害とその対策 鈴木（重）

上高地におけるヤグルマソウの小葉の変色に対する光環境と種組成 鈴木（重）

水害時における寺社の避難場所としての潜在性　―旧佐屋川流域での伊勢湾台風時の寺社のはたらきからの考察― 鈴木（重）

相模原市緑区与瀬における竹林拡大に対する住民の認識 鈴木（重）

日本アルプスにおけるライチョウの生息と植生の関係性 鈴木（重）

盤洲干潟と富津岬における海浜植生の立地条件比較 鈴木（重）

お鷹の道・真姿の池湧水群における景観保全に向けた取り組みと課題 鈴木（秀）

ジオパーク活動を取り入れた長野原町営浅間園の新たな取り組み 鈴木（秀）

茨城県水戸市における地区間連携による水害対策への試み 鈴木（秀）

横浜市金沢区八景島における気温と風向の関係 鈴木（秀）

吾妻川上流域における水質特性 鈴木（秀）

行政による住民への防災情報提供に関する課題 鈴木（秀）

埼玉県寄居町における名水を活用した地域振興 鈴木（秀）

神奈川県における地域ブランドの創出と課題 鈴木（秀）

世田谷区におけるスポーツを活用した地域活性化への取り組み 鈴木（秀）

静岡県東部におけるスポーツツーリズムを活用した地域振興 鈴木（秀）

千葉県鴨川市における温泉熱を利用した高糖度トマト栽培について 鈴木（秀）

長野県佐久地域における景観地誌 鈴木（秀）

東京都葛飾区における防災対策の取り組み 鈴木（秀）

東京都調布市における防災の取り組みと課題 鈴木（秀）

栃木県小山市西部における浸水被害と防災対策 鈴木（秀）

防災拠点としての大型スポーツ施設の有用性　―東京スタジアムを例に― 鈴木（秀）

野川流域における治水対策とその効果 鈴木（秀）

GISを用いた鎌倉市の津波被害の想定 田中

茨城県涸沼川流域における水質と土地利用の関係 田中

福井県における積雪状況の経年変化 田中

ラムサール条約湿地荒尾干潟における生物多様性保全とワイズユース 平井

ラムサール条約登録湿地尾瀬における生態系保護とワイズユース 平井

茨城県鹿行地域における大規模ソーラーパネル設置に伴う土地利用変化 平井
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霞ヶ浦北岸におけるレンコン栽培と流出負荷削減策 平井

鎌倉市鎌倉地区における津波発生時の避難計画に関する検討 平井

山梨県山中湖における観光資源としてのブラックバスの活用 平井

神奈川県・城ヶ島での南海トラフ地震に備えた津波防災の現状と課題 平井

多摩川下流右岸幸区における洪水災害と防災教育の現状 平井

浜松市中田島砂丘における沿岸域防潮堤整備事業に伴う景観問題 平井

浜名湖南部における養殖業の現状とアマモ場の保全 平井
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